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企業情報

株式会社シングラ Syngula Co., Ltd.

代表取締役
沼⽥ 智博

所在地
東京都品川区⻄品川1-1-1 住友不動産⼤崎ガーデンタワー9F TUNNEL TOKYO

事業内容
デジタルマーケティング事業 グローバルマーケティング事業

設⽴⽇
2013年8⽉29⽇(8期)

資本⾦
1,000万円



01 サイバーセキュリティの概要と現状



サイバーセキュリティとは



サイバーセキュリティの⽬的



サイバーセキュリティの市場性（ニーズ推移）



危機体系におけるサイバークライシス



サイバーセキュリティの⼿法とターゲット



主なサイバー攻撃における検知および対策ソリューション



サイバークライシスによる企業の損失



相次ぐ⼤⼿企業の不正アクセス・セキュリティー事故



相次ぐ⼤⼿企業の不正アクセス・セキュリティー事故



02 Cyber Rescueの概要



Cyber Rescueとは

サイバーセキュリティコンサルティングサービス
クライアントニーズに沿った適切なソリューションを提供します。



Cyber Rescueの体制

お客様

情報システム担当

各種問い合わせ

月次報告
仕様書のアウトプット

定点チェック
レポート送付

新規修正箇所の提案

ホワイトハッカー

チーム（イスラエル）

サービス担当

ホワイトハッカー

チーム（国内）

サービス担当
チーム編成

アタックテスト
レポート作成
新規提案作成

Eye of the enemy
による情報収集

お客様のコンサルテーション



弊社チームの強み

実績豊富な
ホワイトハッカーによる診断

完全成果報酬での
サービスを保有

コンサルティング
サービス⼀体型

最高技術顧問 “Code name 大佐”
グローバルに活躍し日本を代表する

ホワイトハッカーが最高技術顧問に就任



他社との競合優位性

実績豊富な
ホワイトハッカーによる診断

完全成果報酬での
サービスを保有

コンサルティング
サービス⼀体型

最高技術顧問 “Code name 大佐”
グローバルに活躍し日本を代表する

ホワイトハッカーが最高技術顧問に就任



①簡易シミュレーションアタック ②他社クラウドソリューション

簡易シミュレーションアタックを⾏い、現状の簡易セキュリテ
ィホールを把握します。

①② Cyber Rescue Light

Red Flag︓緊急性が⾼い
Yellow Flag︓緊急性は⾼くないが早めに対応しほうがいい

サイバーセキュリティクラウドソリューションを提供します。

企業の課題に合わせたソリューションを組み合わせることで多層
防御のセキュリティを構築します。

etc…

他社クラウドソリューション例︓



Copyright © Syngula Inc. All Rights Reserved.

お客様が抱える課題 弊社がご提案する解決策と選ばれる理由

事業継続性の観点等からサイバーセキュリティに本格的に取
り組みたいが、⼤⼿サービスベンダーは費⽤が⾼すぎる

サービスベンダーの技術⼒が⾒極められない

信⽤度の低いサービスベンダーに依頼することで、情報流出
や経済的/時間的な損失が懸念される

システム脆弱性の指摘1点につき、50万円（税抜）の成果報酬、特に重要
な脆弱性に関しては指摘1点につき、60万円（税抜）の成果報酬のみ発⽣
完全成果報酬だから、着⼿⾦なし

上限ミニマム200万円（税抜）から発注できるから、予算管理上も安⼼

年度別の定期検診で、最先端のサイバーセキュリティも定期的にキャッチアップ
可能
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弊社のご提案内容

お客様にとってはサイバーセキュリティに関する情報が圧倒的に不
⾜しており、極めてアンフェアな状態です。これによって適切なサービ
スベンダー選定が難しく、⼤きな課題であると考えます。

弊社の“完全成果型サイバーセキュリティコンサルティングサービス”をご提案い
たします

③脆弱性診断テスト “完全成果型サイバーセキュリティコンサルティングサービス”



④IT統制におけるチェックテスト

IPO準備中・IPO後の企業向けのセキュリティ対策です。

ITへの対応
・経営者は、ITに関する適切な戦略、計画等を定めているか。

・経営者は、内部統制を整備する際に、IT環境を適切に理解し、これを踏まえた
⽅針を明確に⽰しているか。

・経営者は、信頼性のある財務報告の作成という⽬的の達成に対するリスクを低
減するため、⼿作業及びITを⽤いた統制の利⽤領域について、適切に判断してい
るか。

・ITを⽤いて統制活動を整備する際には、ITを利⽤することにより⽣じる新たなリ
スクが考慮されているか。

・経営者は、ITに係る全般統制及びITに係る業務処理統制についての⽅針及び
⼿続を適切に定めているか。
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サイバーレスキューとは︖ Eye of the enemyとは

シミュレーションアタック

セキュリティホールの解決

定点チェック（Eye of the enemyの活⽤）

諜報活動や偵察活動により収集された機密情報をもとに、実際に
利⽤される攻撃⼿段やワークフローを模倣し、シミュレーション攻撃を
繰り返しながら、監視巡回するプラットフォームです。
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システム管理・サイバーセキュリティリスク管理実態をヒアリングしつ
つ、現状を把握します。シミュレーションアタックを⾏い、組織の環境
内に潜在する脆弱ポイントを捜索し、⼀社⼀社の環境にフィットし
たオーダーメイドのセキュリティサービスを提供します。

サイバーセキュリティに関するコンサルティングサービスを提供します。

⑤Cyber Rescue



⑦セキュリティリテラシーコンサルティング

業務の負荷なく社員のサイバーセキュリティの意識を強化し、

情報漏えいのリスクを減少させます。

コンテンツ例

フィッシングメールの知⾒例 漫画によるコンテンツ



脆弱性診”概要（1/2）



脆弱性診断概要（2/2）



侵⼊テスト概要（1/2）



侵⼊テスト概要（2/2）



料⾦表

①簡易相談サービス 40万円/1回

②クラウドソリューション提供 10万円〜/月

③脆弱性診断テスト 200万円〜/1回

④IT統制におけるチェックテスト 100万円〜/1回

⑤コンサルティング（EOE含む） 300万円〜/月

⑥リテラシーコンサルティング 10万円〜/月

※上記金額はMinの金額であり都度お見積もりさせていただきます。



thank you
https://www.syngula.co.jp/

〒141-0033 東京都品川区西品川1丁目1－1  
住友不動産大崎ガーデンタワー9階 TUNNEL TOKYO


